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＜ビジター・ゲスト＞ 

入間市教育委員会 教育長  西澤 泰男 様 

皆さんのお陰

で各学校に電子

黒板機能付きプ

ロジェクターを

入れることが出

来ます。今の子

どもたちの学び

は「自ら学ぶ」と

いう事で積極的

に学ばせるためには教え込むのではなく、

その為にＩＣＴ活用が盛んになっています。

この貴重なご奉仕をこれからの教育に活用

してまいります。ありがとうございました。 

 

入間クリーンセンター 所長 守屋 俊久 様 

 副主幹  新 郁夫 様 

 

坂戸さつきロータリークラブ 

ロータリーの友地区代表委員・地区会員増

強委員会 副委員長 岡部 みゆき 様 

最初に「友」への投稿をよ

ろしくお願いします。本日

お聞きした電子黒板寄付に

ついて僭越ながら私の方で

「友」載せて頂きます。又、

ロータリー友の 9 月号に一

緒に配られ

た小雑誌を会員増強のツー

ルに活用して下さい。年も押

し迫っておりますが、12/14

の会員増強フォーラムに一

人でも多くの方の参加宜し

くお願い致します。 

 

■■米山功労者 

マルチプル 功労者=新井格会員 

4 回目＝宮寺成人会員・友野政彦会員 

3 回目＝山岸義弘会員 

 

＜❁会長の時間❁＞ 滝沢文夫会長 
今日の会長の時間は

ロータリアンが知って

いるべき３人を紹介し

ましょう。まず言わずと

知れたポール・ハリスで

す。ポール・ハリスはロ

ータリーの生みの親で

す。ポール・ハリスは自分のことをロータ

リーの「設計者」と位置づけています。次に

紹介するのはチェスレー・ペリーです。チ

ェスレー・ペリーは、全米ロータリークラ

ブ連合会を立ち上げ、後に国際ロータリー

に発展していった時代 32 年間も事務総長

を務めた、国際ロータリーという世界的ネ

ットワークの組織づくりをした人です。ポ

ール・ハリスから「ロータリーの建設者」と

呼ばれました。もう一人ですが、ポール・ハ

リスと同じ生まれ年の人で、チェスレー・

ペリーとともにシカゴロータリークラブに

入会した人物で、二人と並んでロータリー

草創期を代表する指導者です。「ロータリ

ーの哲学者」と呼ぶ人もいますが、ロータ

リーの奉仕 Service 理念を確立した、ロー

タリーの思想的指導者と言える人、アーサ

ー・F・シェルドンその人です。入会３年未

満の会員に対しての話として用意してきま

したが、今日は対象の会員は少なかったで

すね。 
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さて、お客様の紹介ですが、本日は入間

市の教育長(西澤様)に足を運んでいただき

ました。入間ロータリークラブは「入間の

子どもたちの為に」をスローガンとして、

去年、今年、そして来年の３年かけて市内

の小中学校に対して教育機材を寄付します。

今日はここで目録をお渡しして役立ててい

ただくことをお願いする次第です。 

さらに、本日はロータリーの友地区代表委

員で、地区会員増強副委員長の坂戸さつき

RC 所属の岡部みゆき様がいらしています。

今日私は月信の８月号を持ってきました。

表紙の写真を飾っているのが岡部様です。

先ほどお話をしましたところ素の自分が写

っているとのことです。2570 地区の 50 ク

ラブ 1,600 名を超える会員がこの写真で岡

部様を認識したことと思います。ここで会

長の時間を終わりにして、お二人に少しお

話を頂きたいと思います。 

 
 

 

＜幹事報告＞ 晝間和弘幹事 
①12 月例会プログラム変更 

  年内に事務所(現事務所

から西山荘へ)移転の

為、例会取止め 

・12/ 5年次総会 職業奉仕 

我らの生業 

・12/12Xmas例会 18時 30分点鐘 

・12/19蕎麦例会 西山荘 

・12/26例会取止め 

②ネパール児童教育環境改革装備品支援プ

ロジェクト 承認 

☆健康管理委員会山根委員長より 

・12/5にインフルエンザ予防接種を行いま

す時間は 11 時 30 分から 12 時 30 分で追

加がありましたら早めに事務局奥田さん

に連絡お願い致します。 

 

 

＜出席報告＞ 吉岡信人委員長

会員数 出席数 出席率 前々回修正率 

41 名 24名 61.54％ 82.50% 

事前欠席連絡 6 名 

●委員長報告 
＜親睦活動委員会＞ 金井祐一委員長 

  クリスマス例会と蕎麦例会の打ち合わせ

を本日例会後、家庭集会を行います。よろ

しくお願いします。 

＜ロータリー美術館＞ 関谷永久館長 

先週のロータリー美術館開催での、ゴッ

展と東天紅での会食にご協力いただきあり

がとうございました。 

＜米山記念奨学委員会＞ 白幡英悟委員長 

 先月の米山月間での皆様の御寄付ありと

うございました。先日お送りいたしました

のでご報告いたします。 

 

😊＜ニコニコＢＯＸ＞ 馬路宏樹ＳＡＡ 

★本日はよろしくお願いします。 

「坂戸さつきＲＣ 岡部みゆき様」 

★教育長 西澤泰男様、入間クリーンセンタ

ー守屋様・新様、坂戸さつきＲＣ岡部様

ようこそ入間クラブへ。 

「滝沢文夫君、忽滑谷明君、晝間和弘君、

水村雅啓君、吉永章子君、木下登君、関

谷永久君」 

★本日、念願のネパール児童教育資材支援

プロジェクト認められ、誠におめでとう

ございます。カトマンズで支援を待って

いる 600余名の児童の助けになります。 

「関谷永久君」 

★先月の合同例会時では、最後に両手にコ

ンパニオンで少しニコニコになりました。

ありがとうございます。 「一柳達朗君」 

本日\11,500 累計\392,892 

 

■回覧、配布物 

① 日台ロータリー親善会議福岡大会案内 

② 入間市ゴルフ協会親睦コンペご案内 

③ 2019 年手続き要覧日本語版申し込み 

④ 12/5 西山荘での例会出席表 

⑤ 12/12 クリスマス家族会出席表 

⑥ 12/26 蕎麦例会出席表 

⑦ インフルエンザ予防接種申し込み 

⑧ 他ロータリークラブ週報＆お知らせ 

⑨ 12/5・17 Ｒ情報委員会勉強会出欠表 

⑩ 本日の卓話資料とお土産 

⑪ 週報 19,20号 
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皆様こんにちは。入

間市総合クリーンセ

ンター所長の守屋と

申します。総合クリー

ンセンターでは、ごみ

の減量・資源化対策に

取り組んでおり、本日の卓話もごみ減量の

啓発活動の一つとして考えております。こ

のような機会を設けていただきましたこと

に感謝申し上げます。 

本日はお手元に配布させていただきました

資料に基づき「分ければ資源！循環型社会

構築」と題しお話しさせていただきます。 

また、資料と一緒に配布し

ました巾着袋ですが、中に

はごみ減量

の啓発品と

して、ポケットティッシュ、

固形石鹸が入っています。

巾着袋は資源ごみとして回収した着物や洋

服を再利用したものです。石鹸は保育所な

どから回収した調理用の油を、苛性ソーダ

と合わせて、根気よくかき混ぜて作ったも

のです。靴などを洗うのに効果的ですので、

使ってみてください。 

それでは本題に入りまして、初めに社会的

な課題として「①地球温暖化防止・温室効

果ガス排出削、②天然資源の枯渇石油、③

プラ処理施設・最終処分場」が大きな課題

であり、子供たちに、これらの大きな課題

を先送りにできないと思っています。 

３つのＲから始まる

ごみの減量化と資源

化のポイントについ

てお話しさせていた

だきます。 

この３つのＲとは、Reduce（リデュース）・

Reuse（リユース）・Recycle（リサイクル）

の頭文字を取ったもので、３Ｒ（スリーア

ール）という言い方で目にしたり、耳にし

たりした方もいらっしゃると思います。 

１つ目の Reduce（リデュース）は発生抑制

という意味で、ごみの発生自体を抑制する

ことです。ごみを減らすためには、必要な

ものを必要な分だけ買う。使い捨て商品は

できるだけ買わないなどのことをいいます。

例としましては、安売りしていても必要な

分しか買わない。買い物袋を持参し、レジ

袋や紙袋、余分な包装は断る。トレイにパ

ックされた商品より、ばら売りされたもの

を選ぶなどとなります。 

２つ目の Reuse（リユース）は再使用と言う

意味で、そのままの形で別の用途に使った

り、修理してそれまでと同じ用途に使うこ

とです。例としましては、不要となったス

トッキングを台所の三角コーナーのごみ受

けにする。破れた衣類を補修して使用する

などとなります。「ごみ」を広辞苑でひきま

すと「利用価値のないもの」とあります。人

によって物の価値が違うことから「ごみ」

か「お宝」かも違うこととなります。このよ

うなことから「リユース」の概念が「ごみ」

を減らすために、とても大切です。 

３つ目の Recycle（リサ

イクル）は再資源化とい

う意味で、いらなくなっ

たものを処分するので

はなく、原料や燃料とし

て再び利用することで

す。例としましては、ペットボトルから文

房具や作業着、軍手などを作る。生ごみを

利用して「たい肥」を作るなどとなります。 

これ以外にも、食品ロスの問題、廃プラ問

題、災害廃棄物の問題等、ごみを取り巻く

課題は山積しています。身近な問題であり、

マクロ的な問題でもある環境問題、みなさ

んと足もとから解決したいと思います。ぜ

ひご理解ご協力お願いします。 

 

■■■講 師 卓 話■■■ 

分ければ資源！ 

   循環型社会構築へ 
入間クリーンセンター 所長  

守屋 俊久 様 
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